
ギガビット研究会の活動状況と
今後の取り組み 

電気通信大学 
産学官連携センター 

ギガビット研究会 上 芳夫 

I. 設計ガイドラインセミナー 

II. ＰＳＤ分科会  

III.  その他   



入門編：“やさしい電磁気学から始める電磁波・ 

     伝送回路の基礎” 

   第1部： 電気回路編 、 第2部： 伝送線路編 

中級編： 

 “ベクトルネットワークアナライザを使いこなすために” 

I. 設計ガイドラインセミナー 
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2日間にわたる少人数による実験・実習を伴うセミナー 

現在まで、 

 計1５回開催 

 入門編の第1部と第2部をそれぞれ7回、 

 中級編を1回開催済み 

 



入門編 
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2014年度に試行を実施し、その際の要望等を取り入れテキ
スト内容を整備し、2015年度に本格的に入門編を実施 

「ガイドラインセミナー入門編（やさしい電磁
気学から始める電磁波・伝送回路の基礎）」  

2日間にわたって、デモ実験を取り入れ、非電気系
の技術者やEMC技術初心者を対象に、EMC問題の
基礎を学ぶ基礎講座を開講 

注：既設の設計ガイドラインセミナーは第1部から第7部 
  E-ラーニング用にこれらをDVD化済み 
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1. 直流での電圧・電流と電界・磁界 
静電界は電荷が作る、電圧は静電界で定義、電流は電荷が動くこと、電流が磁界
をつくる、電気回路の基本法則など 
2. 回路素子と電磁界 
キャパシタを電磁気学的に見る、グラウンド面と導体、インダクタを電磁気学的に
みる、など 
3. 交流での電磁界と回路素子 
任意波形は正弦波の集まり、交流での抵抗、キャパシタ、インダクタの交流での動
作、など 
4. 交流での回路解析の手法 
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この講座は、機械系や化学系など非電気系で、回路設計・EMC技術に従事
している初心者レベルの方々を対象とする入門編の講座です。 
オームの法則は分かるけど、その先は不安という方、 
交流と直流は何がどう違うのか理解できていない方、 
電圧・電流と電界・磁界は全くの別物と思っている方、 

講座の目標は 
電子機器の基本素子の動作がどのような電磁気現象の基礎にあるかを理解すること 
その応用として、電子機器での現象・動作などが定性的に説明できるようにするこ

とさらに、基礎的なEMC問題の考え方を理解できるようにすること 
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第1部「電気回路編」 
  1. 直流での電圧・電流と電界・磁界 
  2. 回路素子と電磁界  
  3. 交流での電磁界と回路素子  
  4. 交流での回路解析の手法  
     フェーザ法、網目解析法、節点解析法、共振現象 など 
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実験課題例 

キャパシタの動作 
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Ch1 Ch2 

#1 #2 
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時間変化の電荷
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共振回路と磁界結合を用いる無線電力伝送の原理 

磁界結合(相互誘導回路) 

電界結合モデル 
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